
11月の休館日
２日、４日、９日、16日
２4日、２5日、30日

19日（資料整理日）
※状況により変更になる場合があります。

お問い合わせ：恩納村文化情報センター　☎９８２－５４３２

　「ぼく」のもとへ通ってくる「きみ」。
とりとめもない話をしながら、「ぼく」

は「きみ」にそっと詩を差し出します。詩の解説や詠まれた背景を紹介するのではなく、ストーリー
の中で自然に詩を味わう、という新しい形の詩集です。「きみ」と「ぼく」の、のんびりとしたやり取
りを楽しみながらも次第に明らかになる二人の関係にドキドキしてしまいます。

世界にひとつだけの絵本をお子さまにプレゼント！

海辺のナイトシネマ おはなし会

目標 15　陸の豊かさも守ろう

　SDGｓ（持続可能な開発目標）は、貧困や不

平等・格差、気候変動などの問題を解決するこ

とを目指す、世界共通の 17 の目標です。

　「陸の生態系を守り、再生し、持続可能な方法で利用する。生物多様性が失われ

ることを防ぐ」という目標です。

　砂漠やジャングルなどの生態系を守ります。また、森林を再生させることを目指

して、森林破壊を減らし、木を植えます。

　絶滅危惧種を一刻も早く保護し、保護の対象となっている動物や植物を違法に

取ったり、売ったりすることを、先住民族の人たちと協力して止めます。

目標 16　平和と公正をすべての人に
　「平和でみんなが参加でき、地域・国・世界のどのレベルにおいてもすべての人

が平等に扱われ、必要な説明がなされる制度をつくる」という目標です。

　暴力や暴力による死をなくします。虐待・搾取（お金を払わずに働かせて利用す

ること）・人身取引など、子どもに対するあらゆる形の暴力をなくします。

　犯罪や汚職（わいろを受け取るなどの不正な行い）を減らし、国民に対してきち

んと責任を果たせる国の制度を整えます。

　政府は何かを決めるとき、国民の意見を聞き、子どもや大人のためになるような

決定をします。

SDGｓを知ろう！8

11月のおすすめ本

　11 月 22 日に開催を予定しておりました「第 34 回恩納村健康福祉まつり」

は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、来訪者の健康及び安

全を最優先に考え、今年度の【開催中止】が決定致しました。

　毎年健康福祉まつりを楽しみにされている皆さまには、大変申し訳あり

ませんが、何卒ご理解のほどよろしくお願いいたします。

インスタグラムFacebook

@onnalibrary @onna_library

　２月から実施している恩納村とＮＴＴグルー
プの共同実験の一環として、村内に住むお子さ
まにパーソナル知育絵本をプレゼントしていま
す。この機会にぜひ、文化情報センターへお越
しください。

・プレゼントは１人１冊となります。
・これまでに絵本を受け取っているお子さまは
対象外となります。
・来館の際、お子さまの住所と年齢が分かるも
のをご持参ください。
・絵本の注文、受け取りは文化情報センターです。
・絵本を注文された方は、アンケートの協力を
お願いします。

期間　10月１日～2021年３月31日（水）
対象　恩納村に住民登録をしている３歳以下の
　　　お子さま

上映作品　『ハルをさがして』
日時　11月６日（金）
場所　文化情報センター裏手　内海テラス
　　　雨天時：博物館１階研修室
定員　先着50名
受付　２階カウンター又は電話
●入場無料です。

　毎週土曜日、11時から２階図書フロアおはなし
の部屋で開催しています。

開催日　11月７日、14日、21日、28日

※参加者同士の間隔を空け、密にならないよう配
　慮しながら行います。
※状況により中止になる場合があります。

お問い合わせ：

健康保険課

☎９６６ー１２１７

「健康福祉まつり」開催中止のお知らせ

『ぼくがゆびをぱちんとならして、
 きみがおとなになるまえの詩集』
 斎藤　倫 /著

●文化情報センターに関する情報は、ホームページやＳＮＳで確認できます。

ぜつめつきぐしゅ

ぎゃくたい

じんしんとりひき

さくしゅ

ここに集いし ５つのうんな魂 山下貞治さんから
油絵 8 点を村へ寄贈

　10 月４日、赤間運動場で第１回うんな中学校

体育祭が行われました。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため種

目は縮小となりましたが、統合後初の体育祭は

弾ける笑顔がいたるところで見られました。

　「前の学校リレー」では、バトンを統合前の制

服にし、アンカーの５人が手を繋ぎゴールしま

した。

　長野県長野市在住の画家、山下貞治さんより

油絵８点が村に寄贈されました。

　山下さんは国鉄の職員時に事故の為、右手切

断という災難に遭われましたが、師である刑部

人氏に出会い「絵は手で描くものではない。心

で描くものだ」との言葉に力を得て、少年時代

からの夢である画家になりました。友好都市で

ある長野県川上村から恩納村との親しいつなが

りを聞き、「恩納村の皆さまにも、私の絵画をみ

ていただきたい」とのお気持ちで寄贈いただき

ました。

Lock  on！

ホームページ

やました  さだはる
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